
 

 

被爆 80 年の節目に、広島と⾧崎の声を次世代へ。 
被爆者の証言を中心に「被爆の実相」を伝える和英併記の記録集。 

未来へと平和をつなぐために、国内外に届けたい一冊。 

監修＝上田紘治  英語翻訳＝荘中孝之／ポール・スコット 
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<はじめにより抜粋> 

被爆者たちは、言葉では言い表せない地獄のような

体験をしました。それでも私たちの願いは一貫して、

「再び、被爆者をつくらない」「核兵器のない平和な

世界の実現」です 。決して「報復」を叫んだことはあ

りません 。世界の指導者たちには、この被爆者の思

いを真摯に受け止めてほしいと願います。被爆 80 年。

被爆者の証言が、少しでも平和な社会の実現に役立つ

のであれば、これほど嬉しいことはありません。 
 

監修者 上田紘治: 

東京都原爆被害者団体協議会・元事務局次⾧  

東京都八王子市原爆被害者の会・元事務局⾧ 

1942 年生まれ (本籍は広島市元柳町)。 爆心地より 約

10km 離れて、母、妹とともに入市被爆。1982、2003、

2005、2010 年に渡米し、各地で被爆の実相を語る。 
 

 

『被爆 80 年 広島・⾧崎 今、伝えたい被爆の実相（和英併記）』 
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